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ス(Ivoclar AG) のステイニング用材料で透過性の異なる 02， 01, T2の 3 種，計 4 種を用いた。ダイコアは鋳造成
型および下地ポーセレン焼成後に，エンプレスは加圧成型後に，それぞれA3を目標色としてステイニングを行い，
20μm のステイン層をもっ厚さ 1.50mmの試料とした。比較の対象には，ポーセレンの積層を行うエンプレスの積層用











ダイコアおよびエンプレスを対象として目標色の再現を試みた。目標色には， シェードガイドのAl， A2 , A3 , A 
3.5の 4 色を用いた。ステインポーセレンの色調や厚さを変化させた試料を製作し，ポーセレンを背景として， ユニ
イーサル色のレジンセメントを介在させた状態で反射光を測定した。測色結果から，目標色との色差を算出した。
実験 4 :視覚により識別可能なセラミックス試料の色差
実験 3 で製作した試料のうち， A2""'A3.5を目標色としてステイニングを行った 8 種の試料を用いた。被験者には，
学生12名，臨床経験 5 年未満の歯科医師12名および臨床経験 5 年以上の歯科医師12名，計36名を用い，人工太陽照明
灯の照射下で，標準白色板を背景として 2 種の試料を視覚により識別させた。
[結果と考察]
1 . ステイニングにより明度は，鋳造成型のもので増加，加圧成型のもので減少し，両者ともに黄みが大きく増加し
た。ポーセレンを積層するものは明度と黄みが減少した。鋳造成型のもので明度が増加するのは透過性の低い下地ポー
セレンの影響であり，黄みの増加はステインポーセレンに含まれる酸化スズや酸化チタンの影響であるものと考えら
れた。さらに，ポーセレンを積層するものは着色した材料を用いるのに対して，ステイニング法では白色半透明の材
料を用いるため，黄みに相違が生じたものと思われた。
2 .厚さの変化がセラミックスの色調に及ぼす影響は大きし増加により明度と黄みが減少した。背景が変わると明
度と黄みが変化した。背景の影響は金合金で大きくポーセレンで小さくなったが，セメントの影響はほとんどなかっ
た。厚さが増加すると，試料を透過した光の背景表面における透過，反射および吸収の影響を受け明度と黄みか減少
したものと思われた。金合金が背景のときに明度と黄みが大きくなるのは背景表面での反射に加え，背景自体の黄み
の大きさによるものと思われた。セメントについては，材料の透過性の高さに加え，ステイニングによりセメントの
影響が軽減されることによるものと思われた。
3. 鋳造成型のものでは目標とする色調のステインポーセレンを選択した上で，加圧成型のものでは目標色に近い明
度のセラミックスを選択した上で，いすとれもステイン層の厚さを変化させることにより目標色との色差が1.0 以下と
なった。鋳造成型の場合は，下地となる透過性の低いポーセレンで明度を上昇させ，ステインポーセレンにより黄み
を目標色に近づけた結果と考えられた。加圧成型の場合は，ステイニングだけでは明度を変化させることができず目
標色と明度の近いセラミックスを選択する必要があるが，黄みに関してはステイニングだけで目標色の再現が可能で
あることが示された。
4 .大多数の被験者において，試料開の色差が2.0以下の場合は視覚による識別は不可能であった。学生よりも臨床
経験の長い歯科医師の方が識別できる色差は小さくなった。この結果は過去の報告を裏付けるものであり，色差が
2.0以下であれば患者は同一の色調とみなすものと推察された。
[結論]
本研究により，ステイニング法によるオールセラミッククラウンでは，歯冠色をもっ支台歯を用い， クラウンの厚
さを確保した上で適切なセラミックスを選択してステイニングを行えば，目標色と視覚的に相違のない色調を再現で
きることが明らかとなり，ステイニング法がオールセラミッククラウンにおける高度な審美性の実現に有効であるこ
とが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，ステイニング法によるオールセラミッククラウンにおいて，目標と視覚的に相違のない審美性を再現す
る方法を測色学的に検討したものである。
その結果，ステイニングによるセラミックスの色調変化が明らかにされただけでなく，セラミックス以外の要因が
? ??
色調に及ぼす影響についても示され，ステイニング法により目標と視覚的に相違のない色調を発現することが可能と
なった。
以上から，ステイニング法によるオールセラミッククラウンにおける色調発現の機序が解明され，ステイニング法
が目標とする審美性の再現に有効であることが示唆され，本研究は，博士(歯学)の学位請求に値するものと認めるD
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